
都道府県名 福 井 県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 福井市清明小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ３ ２ ３ ２ ２ ２ ０ １４
２０

児童数 ９１ ７５ ８４ ６６ ７８ ８０ ０ ４７４

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

学ぶ楽しさ、分かる喜び、心ふれあう学校づくり

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

○１年・２年・３年（算数）
ＴＴ指導
算数の授業をＴＴで行いＴ１が全体の授業を進め、Ｔ２が特別に支援を必要とする児童

の指導を行う。

○４年生（算数）
１学期 ・・・ＴＴ指導による一斉指導。

２・３学期 ・・・学年全体を均等に３分割して少人数指導をする。

○５年生・６年生（算数）
１学期 ・・・学級を均等に２分割して少人数指導。

２・３学期 ・・・単元の学習内容を考えながら、習熟度別グループによる指導を進める。

( ) 年次ごとの計画2

平 ○ テーマ（主題）
成 「学ぶ楽しさ、分かる喜び、心ふれあう学校づくり」
15
年 ○ 研究の見通し
度 教科書を使って進める日々の授業づくりを大事にしながら、少人数指導やＴＴ指導

などの学習システムを取り入れ、運用の方法や指導の効果について研究する。

○ 研究の内容・方法
① 理解や習熟度に応じた少人数指導の研究
② 個に応じたＴＴ指導の工夫
③ 算数科における発展的な学習のための補充教材の開発

・九九習得カード
・発展教材用練習ドリル

④ 児童生徒の学力の評価と指導の改善の研究
⑤ 教科担任制の導入

平 ○ テーマ（主題）
成 「学ぶ楽しさ、分かる喜び、心ふれあう学校づくり」



16
年 ○ 研究の見通し

、 、度 前年度の取り組みを継続・深化させながら 教科書を使って進める日々の授業づくり
少人数指導やＴＴ指導など学習システムの改善・効果について研究する。

○ 研究の内容・方法
① 理解や習熟度に応じた少人数指導の研究
② 個に応じたＴＴ指導の工夫
③ 算数科における発展的な学習のための補充教材の開発

・九九習得カード
・発展教材用練習ドリル

④ 児童生徒の学力の評価と指導方法の改善
⑤ 教科担任制の導入

( ) 研究推進体制3

（研究推進体制図）
校長

教頭

研究推進部会

英語活動研究グループ 教科研究グループ

学年会・低中高ブロック会

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果
（ ）数値面からの評価1

①算数単元末テスト（市販）の平均点

表１ １学期 ２学期

４年Ａ組 　80.5 83.0

４年Ｂ組 　81.5 　87.7

５年Ａ組 85.8 84.3

５年Ｂ組 86.6 85.9

６年Ａ組 80.9 85.4

６年Ｂ組 82.6 90.0

○ 表１は、１，２学期の４年２学級、５年２
学級、６年２学級（学級名は仮称）の算数
のテストの平均点である。４年生は、少人
数学級を取り入れた２学期に飛躍的に平均
点が伸びている。５年生は、１，２学期と
も平均点が８５点前後という高い水準で推
移している。６年生は、平均点が８０点か
らスタートして５点以上の伸びを示してい
る。Ｂの学級は２学期の平均点が９０点で
ある。学力向上に向けての本校の取り組み
の成果ととらえられる。



②基礎計算力の調査

○朝の学習の時間等を利用して、計算力を高
めるためのミニノートやプリントを行う。
特に、計算の基礎となる九九は パーセ100
ントの習得を目指す。
基礎計算力として年間３回、３年以上は九
、 。九 １・２年はたし算の到達度調査を行う

６月と１０月の調査では、１０月の方が
定着率が低くなったため、練習期間を設け
再度１１月に調査した。一人あたりの誤答
の数は減っているが、まだ、１問ミスの子

100がかなり見られる。基礎的な計算力を
パーセント習得させる難しさを感じる。

※ ①、②ともに難易度は同程度とする。設定
通過率を事前に同程度としておく。

（ ）アンケートを中心とした情意面からの評価2

①児童を対象としたアンケート結果
図１〈算数は好きか（全校児童 〉）

図２〈算数は分かるか（全校児童 〉）

○「算数は好きか」のアンケー

トでは、６月に比べ１１月の

時点では 「大すき・すき」、

とする子の割合が少し高くな

ってきている。学年別では、

高学年は変化はあまり見られ

ないが低学年での伸びが顕著

である。

○算数は分かるかのアンケートで

、「 」 、は よく分かる がやや減り

「分かる」がやや増えている。

全体的に大きな変化は見られな

いが、分からないとする子が減

っている点が評価できる。

基礎計算力の調査
（正答率１００％未満の子）

学年 ６月 １０月 １１月 １月

１年 ＊ ％ ＊58

２年 ％ ％ ％22 22 11

３年 ％ ％ ％52 42 34

４年 ％ ％ ％36 29 15

５年 ％ ％ ％27 15 28

６年 ％ ％ ％10 18 13

算数は好きか（全校）
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よいと思う学習形態

0% 50% 100%

４年

５年

６年

クラス一斉授業

TTによる一斉授業

均等割り少人数学級

習熟度別学級

どのような変化があったか

31%

33%

1%2%

31%

1%1%
よくわかるようになった

少しわかるようになった

ややわかるようになった

わからなくなった

意欲や自信がでてきた

意欲や自信がなくなった

その他

図３〈よいと思う学習形態〉

資料１（子どもたちの声）少人数指導・習熟度別指導は、どこがいいのか

・コース別は、静かで集中できる。算数が分かるようになってきた。
・自分にあったコースをせんたくできるから。
・コース別にするとわからないところがすぐに聞けるから。
・コース別だと自分にあった問題がでるから。
・おくれる人がいないし、人が多くなくて分かりやすいからです。

②少人数指導についての保護者へのアンケート結果

６月実施 １月実施

少人数に対してどう思うか

85%

14%
1%

よい

どちらでもよい

反対

少人数学級に対してどう思うか

86%

12% 2%

よい

どちらでもよい

反対

少人数指導による子どもの変容

25%

63%

12%

変化した

わからない

変化していない

少人数指導による子供の変容

41%

49%

10%

変化した

わからない

変化していない

どのような変化があったか

48%
49%

3%

よくわかるように
なった
少しわかるように
な た

○少人数に対して
は、６月・１月
ともに「賛成」
の保護者が多
く 「今後も続け、
てもらいたい」
という回答が多
く寄せられた。

○６月に比べて１
月の調査では、
少人数・習熟度
を行うことで子
供に変容が見ら
れた割合が高く
なっている。

○６月には、習熟
度別指導に対して
「やりかたによっ
てはよい」とする
保護者が多かった
が １月では よ、 、「
い」とする意見が
圧倒的に多かっ
た。

○４年生は均等割りの少人数指導を望
む子が多い。５年６年は圧倒的に習
熟度別学級での指導を望む子が多
い。中学年時にＴＴ指導を受けてい
た５年生では、ＴＴ指導を望む子の
割合もかなり高かった。



児童・保護者のアンケート結果より、

○均等割りによる少人数指導・習熟度別指導は、
・児童にとっては、発表の機会や教師とのかかわりが増え、意欲的に学習に取り組める。
・一斉指導の時には、理解が早い児童に遠慮しがちだった子が、基本をゆっくり学習でき
るため、習熟度別指導を望んでいる。

・両コースともに、児童の理解度やつまずきがとらえやすく、より個人差に応じた指導が
可能になり、学習意欲・学習内容の理解が進んでいる。

という点で効果的である。

○ＴＴによる指導は、少人数・習熟度別指導ほど顕著に表れていないが、一斉指導より望む
子が多い点で、子どもたちにとって安心して学習に望める形態だと考えられる。指導者と

しては、Ｔ１が指導に集中し、Ｔ２が理解の不十分な児童に個別に対応することで、指導の
効率化を図ることができた。

（ ）算数科における発展的な学習のための補充教材の開発3

①九九カードの活用

資料２

②発展教材用練習ドリル「すすむ君」

資料３

習熟度別指導についてどう思うか

84%

13%

3%
よい

どちらでもよい

反対

習熟度別指導についてどう思うか

36%

56%

7% 1%

よい

やりかたによって
はよい
よくわからない

よくない

○どのような変化
が見られたかに
対しては 「分、
かるようになっ
た 「意欲や自」
信がでてきた」
など肯定的な意
見が多かった。

○九九の定着を目差し、左のような九九カードを持たせ、

いつでも使ってよいことにした。カードを使うことで、苦

手な九九を覚え、算数のテストの成績が上がった子が見ら

れた。

○主に、円周率を用いて自力で計算できるよう
に、次の内容について発展学習を行った。
・３年 ４桁±４桁の加減 ３桁×２桁の筆算
・４年 ３桁×３桁の筆算 小数の表し方と加
減（小数第２位）
・５年 小数の乗除（小数第２位まで）台形の
面積
電卓マークのついた教科書の問題も自力で計
算できるようになっている。



（４）指導法の改善

日々の算数の授業では、次の事項を大事にし、全校をあげて指導を徹底することで、基礎
基本の定着を目指した。

①授業中は鉛筆を使わせる

②下敷きを使う習慣を付けさせる

③赤鉛筆で丸をつける習慣を付けさせる

④教科書を中心にして授業を進める

⑤算数の教科書の問題はどのコースの子にも必ず解かせる

⑥線を引くときにはミニ定規を使わせる

⑦ノートには日付を入れ、濃くしっかりとした字で書かせる

⑧ノートはゆったりと使わせる

⑨補助計算は消さずにしっかりと書かかせる

①子供のノート

○ノートをゆったり使い
定規を使って線を引く。
補助計算をしっかり書く
とで、計算ミスが少なく
なり、学力の伸びが見ら
れた。

２．今後の課題

○習熟度別学習（主に発展的なコース）で、学習内容にどのような差を持たせたらよいか。
発展的な学習の内容について研究する。

○学習内容に応じた効果的な学習形態を工夫する。
○ＴＴ指導におけるＴ１・Ｔ２の効果的な役割分担について研究する。
○指導者によって取り組み方の違いが見られるので、職員間の共通理解を進めることと学校
全体での一貫した指導を図る。

○高学年においても、九九カードを違和感なく使える雰囲気づくりをする。
○発展問題「すすむ君」の問題点を修正し、更に充実させる。
○教科担任制については人員・持ち時数の関係で制限があるが、できる範囲で進める。



Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

①計算力調査
子どもたちの学力をはかる一方法として、基礎計算力調査を行っている。

②単元末（形成）テスト
算数科の市販テストの点数の変化を記録し、学力の変化を知るものさしの一つとする。

②到達度テスト
年度末には国語と算数の テストを全学年行い学力定着の目安とする。前年度の結果をCRT
基に、指導を強化する学習領域をさぐる。

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

① 公開授業 （全教員の授業公開）、
10:40 14:35【日時】１１月１８日（火） ～

② ＨＰ作成
清明小学校ホームページ 「学力向上」のページ

③ 保護者会での参観授業

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 ∨１５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級
∨１３～１８学級 １９～２４学級
２５学級以上

【指導体制】 ∨ 少人数指導 ∨Ｔ．Ｔによる指導
∨ 一部教科担任制 その他

【研究教科】 国語 社会 ∨算数 理科
生活 音楽 図画工作 家庭
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 ∨ 有 無
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